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Abstract
This paper attempts to consider the struggle for reign between local community and state in the Mekong 
Delta of southern Vietnam during the controlled economy era (1976–88).  It examines the influence of the 
communist government’s socialistic reforms on the local community composed of Khmer, Chinese and 
Vietnamese, and how the people dealt with these reforms.  In an attempt to socialize the Mekong Delta 
region, the government transformed local orders to a new state order, one that prioritized public interest. 
Local orders were cooperative relations based on private interests of individual or family subsistence and 
were formed in various places in the local community.  The subsistence crisis provoked by the socialistic 
reforms drove the people to depend on local orders.  People hid paddy in their houses, selling it on the 
black market.  Some living in disputed border areas left their village, seeking refuge in Buddhist pagodas, 
while others escaped to Cambodia.  As more and more people, including local officials, participated in local 
orders, the weaker the state order became.  Finally, the authorities were obliged to abolish the socialistic 
reforms as a result of the people’s boycotting.
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る場合のみ資料情報を提示することとし，複数人物の証言は単に「～人々によれば . . .」と記


































































ノ・カネの流動が激しいゆえに村や親族のまとまりが弱く［Brocheux 1995; Rambo 2005］，互























































































































































れば，社会主義改造が事実上終了した 1988年，同社は 10,956人（428人 /km2）の人口を抱え，
そのうちクメール人が 73％（8,051人），華人が 5％（526人），ベト人が 22％（2,379人）であっ
た［Vũ Lân et al. 1988: 10–11］。筆者はフータン社プックウォーイ村内の一定の区域にある程度


































































道徳・知識・身体改良協会（Association pour L’Amelioration Morale, Intellectuelle et Physique
des Cambodgiens de Cochinchine）」の資料によれば，1929年からメコンデルタのクメール系上
座仏教寺院には，カンボジアと同様の初等教育機関として「寺院学校（les Écoles de Pagodes）」
が設置されることになり，ソクチャン省は教員養成として僧侶をたびたびプノンペンの寺院学




























年には「田は耕作者へ（Người Cày Có Ruộng）」という新政策が出された。南ベトナム政府の
官報によれば，この新政策は，政府が所有者から小作地を買い上げ，農地所有の上限を最大
20haまでとし，小作農や，農地取得を希望する農業賃労働者に無料で最大 3ha分付与するとい
うものであった［Công Báo Việt Nam Cộng Hòa 1970/3/30: 2370–2371］。
フータン社ソムロン集落の人々の証言から，1970年前半の同集落に存在したと推測される


















チャムパー寺に 1972年，150人以上の僧侶が止住していた［Vũ Lân et al. 1988: 51］。6）つまり寺
院は当時，両勢力が公認していた仏教的秩序が機能する場所であり，人々は仏教的秩序を盾に，
公権力が介入しにくかった寺院を，生きるための回避の「場」として利用していたのである。
6) フータン社の人々によれば，チャムパー寺に 1962年は 70～80人，1971年に 400人，1975年（「解放」
後）には 100人の僧がいた。またソムロン集落での全数調査によれば，戦争時代に徴兵の対象であっ






























0 ha 小作 7 0 0 2 9
賃労働 3 0 1 0 4
～1 ha 小作 /自作 2 0 0 0 2
賃労働 /自作 0 0 1 0 1
自作 0 0 5 0 5
～5 ha 自作 0 0 7 0 7
～10 ha 自作 /在村地主 0 3 1 0 4
～50 ha 在村地主 /自作 0 7 0 0 7
～100 ha 在村地主 /自作 0 2 0 0 2
～300 ha 在村地主 /自作 0 2 0 0 2
農地所有者（ただし，所有規模，
カテゴリー共に不明） 0 3 2 0 5
聞き取り調査の許可を得られず，
データなし4） 0 0 0 1 1



















đoàn kết sản xuất）」という小規模な農業労働交換グループを組織し，段階的に 30～50 ha規模
















































表 2　メコンデルタ※各省の籾生産量 （単位 : 千トン）
1975年 1980年 1983年
ロンアン省 368.6 448 509
ドンタップ省 277 548 523
アンヤン省 472.5 727 801
ティエンヤン省 427.1 470 751
ベンチェー省 247.7 277 335
クーロン省 572.6 650 776
ハウヤン省 986.7 1,089 1,101
キィエンヤン省 468.3 585 672
ミンハイ省 515.4 711 645
メコンデルタ全省の総計 4,335.90 5,505 6,113
ベトナム全体におけるメコンデルタの生産量比率 37％ 38％ 36％
出所：Tổng Cục Thống Kê［1985: 90–91］を基に筆者作成。
注：※1984年のメコンデルタの総面積は 39,876 km2（国内総面積の約 12％）。
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地位を保持する」［Ngân Hàng Nhà Nước Tỉnh Hậu Giang 1979: 5］とある。
このような認識に基づき，政府は 1978年末に，南部農村において「農地に関する資本主義
的搾取形式を徹底的に除去し，農地調整を促進させる」［ND 1978/12/18］決定を下し，1980年
までに 9,350の生産集団と 1,518の合作社を建設し，南部農民世帯の 35.6％をそれらの生産組
織に組み込んだ［Nguyễn Sinh Cúc 1995: 27–28］。
しかし，こうした集団化は強制的な措置であったゆえ農民が強く反発し，1980年前半に生産
組織のほとんどが崩壊し，かろうじて残った生産集団は，3,729，合作社は 137に過ぎなかった










年の中央政府による 100号指示によって正式に導入された［古田 2009: 29–71］。
これら新しい政策の導入は，崩壊の危機にあった生産組織に農民をつなぎ止める効果があっ
たが，政府が集団化という名目を取る代わりに，農民が世帯単位の農業経営に近い状態を実質





1976年 1977年 1978年 1979年 1980年
籾生産量 968,416 849,446 836,491 982,896 1,083,225
籾徴収量 （徴収率） 240,993 （25％） 184,482 （22％） 106,360 （13％） 113,831 （12％） 170,873 （16％）
うち農業税徴収量 60,604 53,805 48,206 51,761 50,256
うち国家による買上げ量 180,389 130,677 58,154 62,070 120,617

























































2,255世帯に 1,633 ha分の農地調整を行った。同社では 1977年に 17の生産団結組，1980年に
は微増して 19の生産団結組，1984年には 17の生産団結組と 89の生産集団が存在していた［Vũ

































8) メコンデルタは ha（héc-ta）やコン（công）という単位によって土地面積が表現される。行政上は 1 ha
＝ 10コンであるが，農民達は伝統的基準である 1 ha≒ 7.7コンで土地面積を計算していた。本稿では
1 ha≒ 7.7コンの基準にしたがい，土地面積を表記する。
9) 上限面積は，たとえば 5人家族の場合，政府から 10コン（2コン× 5人分）が配当された。この家族
がもともと 15コン所有していたとするならば超過分の 5コンが接収され，残り 10コンがその家族の
配当地となった。
10) ソムロン集落に 2つあった生産集団の団長の 1人リエップ（1949～，男性，籠編み /農民，元ソムロン

















れば，生産集団から販売される肥料の量は 1 ha当たり約 150～230 kg（1コン当たり 20～
30 kg），農薬の量は 1 ha当たり約 0～390 cc（1コン当たり 0～50 cc）と少なく，品質も良くな
かったため，当時の収穫量は1 ha当たり約1,500～3,000 kg（1コン当たり200～400 kg）程度で，
統制経済時代以前と変化がなかった。社人民委員会の地誌にも，統制経済時代の収穫量が 1 ha




























1 ha当たり約 200～300 kg（1コン当たり 25～40 kg）ほどを，定額で国に納入することが人々



























































人を動員して 449,003 m3分の土地を掘り起こし，さらに省の直接指導の下で「4月 30日運河」
を建設したと書かれている［Vũ Lân et al. 1988: 60］。
この「4月 30日運河」とは，現在のフータン社の中心部を西北から南東に向かって流れてい
る運河のことであり（図 1参照），人々の間では「18運河（kênh 18）」という通称で通っている。
その通称は，1人当たり人力で横幅18 m（縦30 cm，深さ3 m）分掘り起こさなければならなかっ
た経験から人々が命名したものであった。フータン社の人々によれば，当時 18～48歳までの，
地方幹部（人民委員会や生産集団の幹部，公安警察，学校教員など）を除き，僧侶や学生を含



























は国境線沿いに暮らす同胞を内地に移住させた。チトン （Tri Tôn） とティンビェン （Tịnh
Biên） の 2県 （アンヤン―An Giang―） の同胞は内地の各県に移された。……（中略）
……この地方の数万人のクメール人は皆，党・国家の移民方針にしたがい，自身の田畑や








































































































































県レベルの政策資料によれば，1979年頃の「自由市場価格（giá cả thị trường tự do）」，つまり
闇市価格は国家買上げ価格の 3倍から 10倍で，カントー市における精米買取り価格は 1 kg 5






いた。家には常に 10バオ（500 kg―引用者注）15）ほど蓄えて置き，うち 200 kgは自家消
費米に当て，金銭が不足すると残りの籾を少しずつ闇市へ売りに行った。1979年頃，闇市
での米取引が儲かることを知り，2期作を始めた。5割の人は同年に 1期作から 2期作に切
り替えた。当時の収穫量は 1期 1コン当たり籾 20タン（400 kg―引用者注）16）程度で，1





15) 1バオ（bao，俵）は 50 kg。
16) 1タン（ថាំង, giạ）は 20 kg。
257
下條：メコンデルタにおける支配をめぐるせめぎあい










業員に差し入れてくれた。当時午前 7時から深夜 0時まで 1時間に 600～1,000 kgもの籾
を精米し続けていた。精米所で泊ることも多く，痒いが温かい麻袋を背にして寝ていた。
［トン，男性，フータン社幹部，2012/3/2他多数］

































































































































統制経済時代，金塊 1ケイ（当時約 12,000ドン）の価値は闇市の相場で精米約 2,400 kg分に
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